
歴史文化基本構想

保存活用のための取り組み

館林市【群馬県】
歴史文化基本構想
■策定年度：平成30年12月■人口：75,947人■市域面積：61㎢
■担当課：館林市教育委員会文化振興課（平成31年3月現在）

館林市は、栃木県や茨城県、埼玉県と隣接あるいは近接する「境目」の地域としての地理的な条件や、市
内に存する大小河川や多数の沼、台地と低地といった地形的・環境的な要因により、特色的な歴史と文化
を育んだ。本構想では、本市の歴史や文化の特性を５つに整理し、それらを把握・整理し、キーワードを
抽出したうえで、それらが導き出すストーリーから８つの関連文化財群を設定した。

水辺と台地が育む風土、「境目」の地域、
館林城と城下町、近郊都市文化、名所・名産品

・防災、防犯など文化財保護体制の見直し
・関連事業、組織との連携強化
・文化財に関する情報発信、普及活動の強化
・文化財関連施設の適切な管理と機能の維持

・文化財を確かに守り、伝え、適切に活用
・文化財の価値や魅力を調査研究し、広く発信
・文化財を守り活かす組織や体制などを整備
・文化財保存・公開施設に関する調査を検討

文化財を活用した各種事業への
支援

歴史文化基本構想の策定や市史編さん事業など
で蓄積された情報を活用し、各文化財の保護・
管理体制の見直しを予定する。定期的な状況把
握、防災防犯体制の整備、地域住民との協力体
制の構築などを検討する。

文化財保護・管理体制の再検討

文化財調査・研究事業の継続 人と歴史文化の共生

文化財を活用した教材への素材提供、各種講座の
開催協力など、学校・社会教育活動への支援を
行っている。また、館林市の歴史文化の特性であ
る「沼（辺）」を活用した事業など、文化財を生
かした地域活性化・産業振興
を目指した取り組みも行われ
ている。

館林市の歴史文化の特性である「里沼」と共生し
た暮らしは、沼と人の関わりが育んだ。現在も沼
（辺）を保全し、得られた恵み（葦）
を利用した年中行事（どんど焼き）
が行われるなど、その関係は密接で
ある。人と歴史文化の共生関係をこ
れからも維持していく。

社寺や美術工芸品など、現況の把握や調査研究が
十分でない分野の文化財について、引き続き調査
研究を実施する。また、それらに関する情報を適
切に維持・管理し、必要に応じて公開・活用でき
るよう整理を行う。

保存活用のための取り組み



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

館林市歴史文化基本構想では、館林市の
文化財・歴史文化の特性から、それを表
すキーワードを抽出し、さらにそこから
導き出される８つのストーリーを関連文
化財群として設定した。
関連文化財群は、それぞれに館林市の歴
史や風土、地域性、産業や名産品、育ま
れた文化などの各テーマを物語るもので
ある。

❶沼辺・河川の利用と暮らし
❷近世の生業から近代産業へ
❸モスリンと館林紬
❹「境目」の地域の発展と人々の交流
❺歴代城主による統治と城下町の暮らし
❻近郊都市文化の賑わい
❼近現代の芸術と文化
❽躑躅ヶ岡と館林の行楽文化

構想策定に伴う各種事業
により、文化財や歴史文
化に関する認識や課題に
ついて、市関連部署や関
係団体、市民の意識を確
認・共有することができ
た。それらについて考え、
広く周知する機会ともな
り、今後、新たな事業を
展開する際の基礎的な情
報を得ることができた。
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構想策定のため、館林市
の文化財や歴史文化につ
いて改めて検討したこと
で、これまであまり注目
されてこなかった地域の
魅力が掘り起こされた。
その成果は文化庁「日本
遺産」認定申請にも反映
されている。今後、館林
市の魅力のＰＲや、観
光・商工業などへの波及
を目指す。

館林市の文化財や歴史文
化を関連文化財群として
テーマ毎にまとめたこと
で、市民が各自の興味関
心に応じて活用しやすい
学習素材を得ることがで
きた。今後は、各種講座
等を行う際の基礎資料と
しても活用され、文化財
に関する市民意識のさら
なる高揚が期待される。


